
令和５年２月２０日 

春がくる 

 

今日は、昨日までとは違ってすごく快晴です。 

でも、日陰に入るとまだまだ寒さを感じてしまいます。まだまだ、冬やな・・・ 

ただ、2月もあと８日。すぐそこに３月が待っています。 

 

そんなことを考えながら廊下を歩いていると・・・ 

保健室に素敵な折り紙の花々が・・・ 

 

寒いけど、なんか心がほっこりし、暖かくなる私がいました。 

そして、その折り紙に引き寄せられていくと 

そこには・・・ 

「 春がくる 」 と・・・ 
そうか！もう春はそこまで来てるんだ！ 

 

と思いながら、素朴な疑問が私の脳裏を駆け巡った。 

これを作った人は、何を感じ、何に想いを馳せ、この折り紙を折り、台紙に張ってこんな素

敵な作品を作ったのだろうか？ 

そして、「春がきた」ではなく、「春がくる」

と題したのはなぜなのだろうか？ 

おそらく（私の勝手な想像）、今からくる春に、た

くさんの想いを抱き、暖かな日差しの中で心穏や

かに過ごしている自分が、自分らしく自分のペース

で前に 1 歩 1 歩進んで行こうと夢見てのことか

な・・・ 

 

で・・・私は、こんな素敵なものを作ったであろう保

健室の先生にその真相を聞いてみた。そしたら・・・作

った人は保健室の先生ではなく、８年生の生徒だっ

た。素敵な心をもった生徒らしい。そうだよね。 

 

私は、いろいろなことから「春がくる」がすごくしっ

くりきて、すごく心に響いた。 

作ってくれたあなたに感謝。 


